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である。まず、領台初期（1895 ～ 98 年）には、行政官僚が中心的位置を占
める土木部門に内地の第一世代の土木技術者が導入されたが、専門性に欠
け風紀も乱れていた。第二期（1898 ～ 1924 年）に入ると、後藤新平民政長
官のもとで統治体制全般が改革され、土木部門でも長尾半平土木課長によ
って人員刷新が進められた結果、帝大出身の専門的技術官僚が多数を占め
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